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本日の内容

●ナイジェリア、インドにおける合弁による即席麺事業会社の設立

【東洋水産(株)より】

• 東洋水産(株)にとっての事業背景と目的

• 世界の即席麺市場について

• 本提携の意義

【味の素(株)より】

• 味の素(株)にとっての事業背景と目的

• 合弁による即席麺事業会社概要

●味の素(株)の北米冷凍食品事業の強化

• 本提携の背景と意義

• 合弁による冷凍麺生産会社概要
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【海外】
北米事業の強化・拡大
成長市場への新たな進出

持続的成長の追求

＜売上高構成比＞ （億円）

全社売上高の約７割を占める主力の麺事業を強化・拡大

＜麺事業の拡大戦略骨子＞
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【国内】
国内市場のさらなる深耕



約６割のシェアを持ち、
４ヵ所目の製造拠点が来春稼働

アメリカ

８割以上のシェアを持ち、
国民食のポジションを確立

メキシコ

海外即席麺事業の拡大戦略

：製造拠点

：新規展開国

北米事業の拡大戦略と併せて、成長市場へ早期に進出することで
安定的持続的成長を目指す

北米
成長市場への

早期進出を検討

5



860

880

900

920

940

960

980

1,000

1,020

1,040

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

世界の即席麺市場

921

987

964

927

（世界ラーメン協会推定）

1,014

（億食）

年平均伸長率（2010－2012年）３%で堅調に拡大

１,０００億食超の巨大マーケットに成長
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成長著しい新興国市場

【食数トップ15カ国】
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国名 億食
年平均
成長率
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３ 日本

４ ベトナム

９ フィリピン

６ アメリカ

７ 韓国

１３ マレーシア

１４ 台湾

味の素(株)展開国

インド、ナイジェリアなどの新興国市場が大きく成長

世界総需要の拡大を牽引
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東洋水産(株)展開国 7

【インド・ナイジェリア食数推移（億食）】

【世界総需要の伸びに占めるインド・ナイジェリアの構成比（2008-2012）】
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事業ポテンシャルが高いインド、ナイジェリア

(Source: UN Population prospects) 8

世界の人口規模ランキング予想

市場の成長性に加え、今後の人口増加が見込まれる

インド、ナイジェリア
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両社提携による新事業の創出
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海外における販売基盤、
およびマーケティング力

競争市場で培ってきた即席麺に関する
開発力および生産技術力

成長著しい新興国市場への
早期進出が可能に

既進出国（エリア）での
事業拡大を加速

合弁によって競争力のある即席麺事業会社の設立

ナイジェリア

インド



インドナイジェリア

進出市場において強みを持つ味の素(株)
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製麺技術において強みを持つ東洋水産(株)
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共通の価値観
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食を通して、お客様の幸せを願う気持ちは同じ

“食を通じ、みなさまに
笑顔をお届けしたい”

＜東洋水産(株)スローガン＞

私たちは地球的視野にたち、
“食”と“健康”そして、
“いのち”のために働き、
明日のよりよい生活に

貢献します

＜味の素グループ理念＞
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11-13中期経営計画での“外部資源の活用”によるグローバル成長の一環
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成長ドライバーの育成 事業構造強化

利益 (OP) からキャッシュ(FCF) へ

設備投資の総枠コントロールと
資産効率の向上

R&Dのリーダーシップ

調味料と先端バイオ関連に資源を
重点投入し、新しい価値と事業を創造

グローバル成長

国内市場を深耕しつつ、新興国・途上国を
中心に市場を開拓し成長を加速

外部資源の活用

飛躍的な成長に向けてオープンイノベーションや
アライアンスを機動的に活用

1 2

量 (VOLUME) から付加価値 (VALUE) へ

コスト競争力の強化と
付加価値型事業への転換

資本効率視点を高め、株主価値の向上へ

事業ポートフォリオと
機能バリューチェーンの適正化



次期中期経営計画においてローカル・コア事業として即席麺事業を育成
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＜11-13中期経営計画＞

調味料No.1を支え成長を加速するための

食品領域の１つ

即席麺事業の位置づけ

＜次期（14-16）中期経営計画＞

ローカル・コア事業の１つとして育成

競争力を強化し、ナイジェリア、インドでのトップライン（事業規模）を拡大

：既存展開国

：新規展開国

ナイジェリア

インド

ポーランド

タイ

（スペイン）

（イタリア）

（ミャンマー）

（ブラジル）
ペルー



対等なパートナーとして協働していく

ナイジェリア インド

出資比率
味の素グループ ５１％
東洋水産グループ ４９％

東洋水産グループ ５１％
味の素グループ ４９％

代表者 味の素(株)が指名 東洋水産(株)が指名

本社所在地 首都アブジャ タミル・ナードゥ州チェンナイ市

販売エリア 全土 全土（南部４州※から拡大）
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合弁による即席麺事業会社設立に向けた基本合意内容

※南部４州（タミル・ナードゥ州、カルナータカ州、
ケーララ州、アーンドラ・プラデーシュ州）

ナイジェリア インド

投資見込額 約１０億円 約１０億円

発売時期 ２０１５年度 ２０１６年度

＜参考＞



ブランド
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「 」 「 」

味の素(株)と東洋水産(株)の略称あるいはシンボルを

組み合わせたブランド（検討中）

※新ブランドは両社共有とする



【両社の役割】

両社は上記役割を基本に、事業成功のために互いにオープンに連携し合い必要な支援を行う

事業スキーム

開 発

東洋水産(株)
生 産

東洋水産(株)
マーケティング

味の素(株)
販 売※

味の素(株)
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ナイジェリア： ウエスト・アフリカン・シーズニング社
味の素(株)１００％グループ会社

インド ： インド味の素社
味の素グル—プ１００％グループ会社

※ 味の素(株)の海外における販売基盤の活用

東洋水産(株)：開発・生産 味の素(株)：マーケティング（商品企画・販売）



販売目標（発売１０年後）
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ナイジェリア インド

食数 約５億食 約５億食

市場
シェア

約１５％

南部４州※において
約１５％

※南部４州（２０１１年度の人口約２.５億人）
から地盤を固め、順次販売エリアを拡大



北米の冷凍食品事業
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北米での冷凍食品事業は2000年の事業開始、現在順調に拡大
冷凍麺（焼そば）が成長ドライバーとして貢献

展開商品例

好調

北米の冷凍食品事業 売上高推移（億円）

2013年度
100億円

冷凍麺

焼そば

0

20

40

60

80

100

120

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度見込み

75
63

56

100



北米の冷凍食品事業の強化
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好調な焼そばに加え、ラーメンなどの新商品を投入

冷凍麺市場をリードし、北米の冷凍食品事業の拡大を加速

2013年4月に北米コンシューマーフーズ事業の拡大・強化体制を整備
（調味料を中心としたドライ事業と冷凍食品事業の統合）

東洋水産(株)の技術面での事業参画による
冷凍麺事業の競争力強化

（高い製麺技術の導入）

米国冷凍麺市場は、2012年150億円（前年比118％）と伸長
ラーメン店の増加等を背景に、更なる市場拡大が見込まれる

＜背景＞



投資見込額 約２５億円

事業目標
（発売１０年後）

約８千トン（約２千万食）

ブランド 「ＡＪＩＮＯＭＯＴＯ®」

発売時期 ２０１５年度

合弁による冷凍麺生産会社概要

出資比率
味の素グループ ８０％
東洋水産グループ ２０％

代表者 味の素(株)が指名

本社所在地
アメリカ合衆国
オレゴン州ポートランド

既存冷凍麺の生産移管ならびに新領域の展開に向け、
味の素(株)の北米冷凍食品事業に、東洋水産(株)が技術面で事業参画
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＜事業スキーム＞

新合弁会社

【両社の役割】

味の素(株)：
事業運営全般（生産を除く）

東洋水産(株)：
冷凍麺生産
麺に関する開発支援

アメリカ
味の素冷凍食品社

味の素
ノースアメリカ社

合弁による冷凍麺生産会社設立に向けた基本合意内容

＜参考＞

冷凍麺生産 品質保証 開発・ﾏｰｹﾃｲﾝｸﾞ・販売



両社で麺事業をグローバルで拡大


